
大門交差点

向島交差点

東野交差点

東野小

国道257号

通行止め

迂回路

通行止め箇所と迂回路

険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
概
ね

６５
歳
以
上
の
方

□
定
員
　
各
１０
人

□
料
金
　
無
料

□
受
付
期
間
　
９
月
１０
日
㈫
～
20

日
㈮
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
）

□
そ
の
他
　
本
人
の
申
し
込
み
の

み
受
け
付
け
ま
す
。
初
め
て
参
加

す
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
２
７
）

　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
で
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る

人
へ
の
生
活
援
助
講
習
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。こ
の
講
習
で
は
、

介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
調
理
や

洗
濯
、
掃
除
な
ど
の
生
活
援
助
の

在
り
方
と
、
実
践
を
含
め
た
専
門

知
識
が
習
得
で
き
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１１
日
㈮
、１７
日
㈭
、

２１
日
㈪
、
２４
日
㈭

□
と
こ
ろ
　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
１７
日
は
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
）

□
対
象
　
５５
歳
以
上
の
県
内
在
住

者
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
就
職
登

録
を
し
て
い
る
方

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
費
補
助

金　
市
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
補
強

工
事
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
昨
年
よ
り
も
補
強
工
事
費
の

上
限
が
上
が
り
ま
し
た
。
地
震
に

対
す
る
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に

も
利
用
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
工

事
着
工
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
❶
２
階
建
て
以
下
の
木

造
住
宅
❷
指
定
さ
れ
た
方
法
で
耐

震
診
断
を
実
施
し
、
補
強
が
必
要

と
診
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
❸
昭
和

５６
年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
❹
県
が
認
定
し
た

相
談
士
が
設
計
と
工
事
監
理
を
行

う
規
定
さ
れ
た
一
定
レ
ベ
ル
以
上

募
集

健
康
シ
ニ
ア
応
援
塾
参
加
者

　
い
つ
ま
で
も
健
康
で
ハ
ツ
ラ
ツ

と
し
た
人
生
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
介
護
予
防
の
た
め
の
健

康
シ
ニ
ア
応
援
塾
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
足
腰
の
筋
力
や
歩
行

機
能
の
維
持
と
向
上
を
目
指
し
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
▽
Ａ
コ
ー
ス
＝
１０
月
７

日
～
１２
月
２３
日
（
毎
週
月
曜
日
）

午
前
１０
時
半
～
正
午
（
全
１２
回
）

▽
Ｂ
コ
ー
ス
＝
１０
月
８
日
～
１２
月

２４
日
（
毎
週
火
曜
日
）
午
後
１
時

～
２
時
半
（
全
１２
回
）

□
と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ア

ク
ト
ス
恵
那
（
送
迎
は
あ
り
ま
せ

ん
）

□
対
象
　
市
内
在
住
で
、
介
護
保

家
事
援
助
講
習
の
受
講
生

　斎田で豊かに実っ
た次

すきまい
米を、早

さ
乙
おと め
女た

ちが踊る次米みのり
音頭に合わせて、男
若衆が稲を刈り取り
ます。ことしは早乙
女役に県立恵那農業
高等学校の女子生
徒、男若衆役に同学
校男子生徒がふんし
ます。
　祭事終了後は恵那で採れた餅
米の「大餅投げ」も行われます
ので、ぜひお立ち寄りください。
□とき　9月14日㈯午前10時
□ところ　長島町正家地内の斎
田（円通寺南）
□ そ の 他　9 月21日㈯には、

2013ＥＮＡみのじのみのり祭
りで献納行列、9月22日㈰に
は同祭りでお米の楽市、10月
8日㈫、9日㈬には奈良県薬師
寺へ次米の献納も行います。
　　恵奈の次米みのり祭実行委
員会（市観光交流室内）（内線
５３２）

問

□
定
員
　
１５
人

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
の

上
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込

む□
締
め
切
り
　
９
月
２７
日
㈮

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
当
選
者

以
外
の
方
に
は
、
連
絡
し
ま
せ
ん

の
で
、
了
承
く
だ
さ
い

　
　
　
　
〒
５
０
０
―
８
１
４
５

岐
阜
市
雲
井
町
３
―
１
２
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
志

０
５
８
―
２
４
９
―
０
２
２
８
、

思
０
５
８
―
２
４
８
―
９
７
３
０

　
　
恵
那
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
志
２
５
―
７
７
８
８
　

 

市
消
防
団
の
秋
季
訓
練
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
会
場
に
足

を
運
び
、
消
防
団
の
活
動
を
知
っ

て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
　

▽
明
智
、

串
原
、女
性
消
防
隊（
第
５
ブ
ロ
ッ

　市道袖
そでばた

畑笠
かさ

作
づくり

線
せん

下
しも

橋
はし

戸
ど

橋
ばし

架け替え工事のため、
９月 24日㈫から来年の
９月末まで終日通行止め
規制が行われます。交通
規制に伴う迂回路は、右
図の通りです。
　朝夕は通学などで、多
くの子どもたちが歩いて
います。事故防止のため
にも指定された迂回路を
利用ください。大変不便
をお掛けしますが、協力
をお願いします。
問　建設課（内線203）

ク
）
＝
９
月
９
日
㈪
・
千
畳
敷
グ

ラ
ウ
ン
ド
　
▽
三
郷
、
武
並
・
山

岡
（
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
）
＝
１０
日
㈫
・

山
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
▽
大
井
、
長

島
、
東
野
（
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
）
＝

１１
日
㈬
・
大
井
第
二
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
　
▽
岩
村
、上
矢
作
、ラ
ッ

パ
隊
（
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
）
＝
１２
日

㈭
・
岩
邑
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
　

▽
笠
置
、
中
野
方
、
飯
地
（
第
３

ブ
ロ
ッ
ク
）
＝
１３
日
㈮
・
飯
地
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

□
時
間
　
午
後
７
時
半

□
内
容
　
小
隊
訓
練
の
点
検
（
ラ

ッ
パ
隊
は
ラ
ッ
パ
隊
点
検
）

問
　
消
防
本
部
消
防
課
志
２
６
―

０
１
１
９
（
内
線
２
５
３
）

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
案
を
縦

覧　
公
共
下
水
道
事
業
の
変
更
計
画

案
を
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
計
画
案

に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦

覧
期
間
内
に
市
長
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
変
更
内
容
　
竹
折
処
理
区
の
区

域
の
変
更

□
縦
覧
期
間
　
９
月
12
日
㈭
～
９

月
25
日
㈬
午
前
８
時
半
～
５
時
１５

分
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

□
縦
覧
場
所
　
上
下
水
道
課

問
　
上
下
水
道
課
（
内
線
１
７
１
）

□
定
員
　
１
人

□
勤
務
先
　
串
原
コ
ミ
セ
ン

□
業
務
内
容
　
公
民
館
主
事
と
し

て
主
に
貸
館
業
務
、
市
民
講
座
な

ど
の
事
業
業
務
、維
持
管
理
業
務
、

乳
幼
児
学
級
の
運
営
な
ど

□
必
要
な
資
格
・
経
験
　
普
通
自

動
車
運
転
免
許
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
が
で
き
る
こ
と

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
日
額

６
千
円
（
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

に
加
入
）
▽
勤
務
時
間
＝
週
５
日

勤
務
で
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５

時
ま
で

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
て

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
岩

村
振
興
事
務
所
庁
舎
）
へ
郵
送
か

持
参
す
る
。

□
締
め
切
り
　
９
月
１７
日
㈫

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
４
９
２

（
住
所
不
要
）　
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
４
４
）

案
内

の
補
強
工
事

※
こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

□
募
集
戸
数
　
10
戸
（
先
着
順
）

□
補
助
額
　
補
強
工
事
費
の
７
割

（
上
限
１
４
０
万
円
）

□
そ
の
他
　
無
料
耐
震
診
断
を
先

着
１
０
０
棟
限
定
で
募
集
し
て
い

ま
す
。
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
都
市
整
備
課
（
内
線
２

４
１
）

東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学
資
金

　
東
濃
５
市
で
は
、
将
来
医
師
と

し
て
、
東
濃
地
域
の
指
定
医
療
機

関
で
地
域
医
療
に
従
事
す
る
意
志

が
あ
る
方
に
、
修
学
上
必
要
な
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
市
内
か
中
津
川
市

の
指
定
医
療
機
関
に
従
事
す
る
意

思
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
応
募
の
時
点
で
、
医
学

部
学
生
か
医
学
部
大
学
院
生
、
医

師
で
臨
床
研
修
、
専
門
研
修
を
受

け
て
い
る
方

□
定
員
　
２
人
程
度

□
貸
付
金
額
　
▽
修
学
か
研
修

期
間
中
＝
月
額
２０
万
円
（
年
額

２
４
０
万
円
）　
▽
大
学
入
学
時

＝
６０
万
円
（
１
回
限
り
）

※
本
年
度
分
は
、
４
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
１
年
分
を
貸
し
付
け

□
貸
付
期
間
　
▽
大
学
生
奨
学
資

金
＝
正
規
の
修
業
期
間
（
６
年
間

を
限
度
）　
▽
大
学
院
生
奨
学
資

金
＝
正
規
の
修
業
期
間
（
４
年
間

を
限
度
）　
▽
研
修
資
金
＝
５
年

間
を
限
度

□
締
め
切
り
　
９
月
２４
日
㈫

□
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
東
濃

西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
郵
送

か
持
参
す
る

□
選
考
　
書
類
審
査
と
面
接

□
そ
の
他
　
償
還
の
免
除
や
配
属

先
な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
〒
５
０
７
―
８
７
０
８

多
治
見
市
上
野
町
５
丁
目
６
８
―

１
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合

総
務
企
画
課
（
東
濃
西
部
総
合

庁
舎
内
）
志
０
５
７
２
―
２
３
―

１
１
１
１（
内
線
４
８
９
）

　
　
病
院
管
理
課
志
４
３
―
２
１

１
１
（
内
線
５
１
０
）

公
民
館
主
事
（
日
々
雇
用
）

　
１０
月
１
日
付
け
採
用
予
定
の
串

原
コ
ミ
セ
ン
の
臨
時
職
員
（
公
民

館
主
事
）
を
募
集
し
ま
す
。

ことしも豊穣に感謝

恵奈の里 次米抜き穂祭を開催

東野小学校付近の市道

来年９月まで通行止めにご協力を

清水交差点

東野駅

阿木大井線

▲斜めに木材で固定して耐震補強

▲

歌
と
踊
り
で
豊
穣
を
祝
う

問

　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略問 申

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事

費
の
補
助
金

東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学

資
金
の
追
加
募
集

公
民
館
主
事

健
康
シ
ニ
ア
応
援
塾
参
加

者

申
・
問

申
・
問

問

問

申
・
問

公
共
下
水
道
事
業
の
変
更

案
を
縦
覧

市
消
防
団
の
秋
季
訓
練

申
・
問

申
・
問

問問
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た
め
池
や
用
水
路
で
の
事
故
に
注

意
を

　
た
め
池
や
用
排
水
路
な
ど
の
農

業
水
利
施
設
で
は
、
水
の
事
故
が

発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

特
に
近
年
の
集
中
豪
雨
で
は
、
急

激
に
水
位
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ

り
、
大
変
危
険
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
遊
ん
で
い
た
ら
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
家
庭
で
は
、
自
宅

の
周
辺
や
通
学
路
で
注
意
が
必
要

と
思
わ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
、
日

ご
ろ
か
ら
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
た
め
池
な
ど
の
管
理
者
へ
の
お

願
い
】

　
こ
と
し
の
７
月
、
近
隣
市
で
た

め
池
の
止
水
板
の
老
朽
化
が
原
因

で
水
が
流
出
す
る
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。
た
め
池
の
管
理
者
は
、

普
段
か
ら
施
設
の
点
検
や
必
要
以

上
に
水
位
を
上
げ
な
い
よ
う
に
す

る
な
ど
、
適
正
な
管
理
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
用
水
路
の
刈
り
取

っ
た
草
が
、
下
流
で
詰
ま
っ
て
あ

ひ
し
や
資
料
館
で
抹
茶
体
験

　
市
茶
道
連
盟
に
協
力
を
い
た
だ

き
、
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
の
茶

室
で
呈
茶
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
９
月
28
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館□
料
金
　
大
人
２
０
０
円
、
小
中

高
生
１
０
０
円
（
入
館
料
）

問
　
文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

筑
前
琵
琶
演
奏
会
を
開
催

　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
の
秋
の

風
物
詩
の
筑
前
琵
琶
演
奏
会
。
琵

琶
奏
者
の
田
中
旭き
ょ
く

泉せ
ん

さ
ん
と
、
能

楽
笛
方
で
重
要
無
形
文
化
財
総
合

指
定
保
持
者
の
鹿か

取と
り

希き

よ世
さ
ん
が

「
琵
琶
と
能
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１５
日
㈫
午
後
６
時

半
開
演
（
午
後
６
時
開
場
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館

□
出
演
　
田
中
旭
泉
（
琵
琶
奏

者
）、
鹿
取
希
世
（
能
楽
笛
方
）

□
演
目
　「
土つ
ち

蜘ぐ

も蛛
」（
能
管
と
琵

琶
）、「
序じ
ょ

之の

舞ま
い
」（
一
管
）、「
安あ

宅た
か
」（
琵

琶
）

□
料
金
　
１
０
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
・
入
館
料
を
含
む
）

□
入
場
券
販
売
　
９
月
１３
日
㈮
か

ら
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
、
恵
那

文
化
セ
ン
タ
ー
、
文
化
課
で
販
売

□
定
員
　
１
５
０
人

問
　
文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

肢
体
の
不
自
由
な
方
の
診
断
と
相

談　
県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
体
の
不
自
由
な
方
を
対
象
と

し
た
医
療
相
談
や
、
補
装
具
（
車

い
す
、
装
具
な
ど
）
の
交
付
と
修

理
の
た
め
の
相
談
や
判
定
を
実
施

し
ま
す
。
診
断
や
相
談
の
あ
る
方

は
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
９
月
１０
日
㈫
午
後
２
時

～
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後
３
時

半
ま
で
）

□
と
こ
ろ
　
岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
診
断
科
目  

整
形

□
費
用
　
無
料

□
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

問
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
３
４
）

▲池の危険を知らせる看板

　

県
が
開
催
す
る
障
が
い
者
の

パ
ソ
コ
ン
利
用
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
で
す
。

【
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
】

□
と
き
　
１０
月
５
日
㈯
午
前
１０

時
半
～
午
後
３
時
半

□
内
容
　
体
の
不
自
由
な
方
や

視
覚
障
が
い
者
へ
の
パ
ソ
コ
ン

利
用
の
補
助

【
視
覚
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
】

□
と
き
　
１０
月
１２
日
㈯
、
１３
日

㈰
午
前
１０
時
半
～
午
後
３
時
半

（
全
２
回
）

□
内
容
　
視
覚
障
が
い
者
の
支

援
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
Ｐ
Ｃ

ト
ー
カ
ー
の
操
作
方
法

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
多
治
見
市
福
祉
セ

ン
タ
ー

□
定
員
　
５
人

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
９
月
３０
日
㈪

□
そ
の
他
　
１１
月
～
１２
月
に
市

内
で
能
力
向
上
を
図
る
講
習
会

を
行
う
予
定
で
す
。

　
　
　
　
福
祉
メ
デ
ィ
ア
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
志
思
０
５
８
４
―

７
７
―
１
２
８
２

　
実
践
女
子
大
学
と
短
期
大
学

で
は
毎
年
、「
学
長
と
行
く
学

祖
故
郷
の
旅
」
と
題
し
て
、
学

長
と
学
生
が
岩
村
町
を
訪
問
し

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
食
品
学
や
加
工

食
品
が
専
門
の
田
島
眞ま

こ
と

学
長

と
日
本
美
術
史
や
仏
教
彫
刻
が

専
門
の
武む

笠か
さ

朗あ
き
ら

教
授
が
講
演

を
行
い
ま
す
。
誰
で
も
聴
講
で

き
ま
す
の
で
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
９
月
１０
日
㈫
午
前
９

時
～
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
料
金
　
無
料

　
　
実
践
女
子
学
園
総
合
企
画

部
志
０
４
２
―
５
８
５
―
８
８

１
３
、
鈴
木
隆
一
志
０
９
０
―

８
１
３
５
―
２
４
２
１

　
い
わ
む
ら
一
斎
塾
で
は
、「
佐

藤
一
斎
と
大
塩
平
八
郎
」
と
題

し
た
特
別
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　
天
保
八
年
（
一
八
三
七
年
）、

大
塩
平
八
郎
は
飢き

饉き
ん

の
救
済
と

幕
政
批
判
の
兵
を
挙
げ
ま
し

た
。
当
時
、
幕
府
の
学
問
所

「
昌し

ょ
う

平へ
い

黌こ
う

」
の
儒
官
と
し
て
一

世
を
風ふ

う

靡び

し
て
い
た
佐
藤
一
斎

へ
宛
て
た
大
塩
の
手
紙
が
残
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
陽
明
学

研
究
の
第
一
人
者
を
講
師
に
招

い
て
、
そ
の
手
紙
の
内
容
や
当

時
の
世
相
な
ど
の
話
を
聞
き
ま

す
。

□
と
き
　
９
月
２１
日
㈯
午
後
１

時
半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
講
師
　
吉
田
公
平
氏
（
東
洋

大
学
名
誉
教
授
・
こ
こ
ろ
の
学

び
吉
田
塾
長
）

□
料
金
　
２
０
０
円（
資
料
代
）

　
　
い
わ
む
ら
一
斎
塾（
鈴
木
）

志
０
９
０
―
８
１
３
５
―
２
４

２
１

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
１０
月
１
日
㈫
、
８
日

㈫
、
１７
日
㈭
、
２９
日
㈫
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

か
７セ

ブ
ン

、
８エ

イ
ト

を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
）

【
筆
ぐ
る
め
と
筆
ま
め
、
筆
王

を
使
っ
た
年
賀
状
講
座
】

□
と
き
　
１０
月
１０
日
～
１２
月
５

日
（
１０
月
２４
日
を
除
く
毎
週
木

曜
日
）
午
後
１
時
～
３
時
（
全

８
回
）

□
対
象
　
文
字
入
力
が
で
き
、

筆
ぐ
る
め
か
筆
ま
め
、
筆
王
が

入
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
を
持
参

で
き
る
方

□
内
容
　
筆
ぐ
る
め
や
筆
ま

め
、
筆
王
の
ソ
フ
ト
を
使
い
、

ハ
ガ
キ
の
表
面
と
裏
面
を
作
成

□
料
金
　
１
５
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

※
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ

を
購
入
す
る
か
持
参
く
だ
さ
い

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間
　
９
月
１２
日

㈭
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
９

月
２３
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば

優
先
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

□
と
こ
ろ
・
と
き
　
▽
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
＝
９
月
１１
日
、２５
日
、

１０
月
９
日
、
２３
日
（
水
曜
日
）

午
前
１０
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
３
時

▽
岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
９
月

６
日
、
２０
日
、
１０
月
４
日
、
１８

日
（
金
曜
日
）
午
後
１
時
～
３

時□
対
象
　
市
内
に
在
住
し
障
害

者
手
帳
を
持
つ
方
（
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
難
病
疾
患
や

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
も
受

講
で
き
ま
す
）

□
定
員
　
各
７
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、電
子
メ
ー
ル
、

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別

途
資
料
代
が
必
要
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
方
に
は
、

先
着
４
台
ま
で
貸
し
出
し
が
可

能
で
す
）　

※
受
講
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま

す　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０

９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

思
２
６
―
１
９
８
５

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲講師の吉田公平氏

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
受
講
者
を
募
集

実
践
女
子
大
・
短
大
主

催
の
講
演
会
を
開
催

第
４
回
い
わ
む
ら
一
斎

塾
特
別
公
開
講
座

パ
ソ
コ
ン
の
１０
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

問

問 申
・
問

申
・
問

申
・
問

ふ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
十
分

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
め
池
の
管
理
者
で
、
危
険
を

知
ら
せ
る
看
板
が
必
要
な
方
は
、

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
　
農
業
振
興
課
（
内
線
５
４
６
）

鳴
フ
ォ
ー
ラ
ムin

田
原
の
開
催

　
佐
藤
一
斎
を
ふ
る
さ
と
の
先
人

と
し
て
当
市
が
参
加
し
て
い
る
嚶お
う

鳴め
い

協
議
会
で
は
、
毎
年
、
先
人
を

通
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り

を
共
に
学
ぶ
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
幕

末
の
蘭
学
者
で
文
人
画
家
の
渡
辺

崋
山
ゆ
か
り
の
地
、
愛
知
県
田
原

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□
と
き
　
１０
月
２５
日
㈮
～
２６
日
㈯

□
と
こ
ろ
　
伊
良
湖
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
、
田
原
文
化
会
館
他
（
愛
知
県

田
原
市
）

□
内
容
　
童
門
冬
二
氏
を
囲
む

会
、
ふ
る
さ
と
先
人
交
流
会
、
田

原
市
内
視
察
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
講

演
会
、
ト
ー
ク
な
ど
） 

□
料
金
　
宿
泊
代
、
交
流
会
参
加

費
、視
察
費
な
ど
（
２
万
円
程
度
）

　
　
　
　
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
志
２
０
―
０
２
１
７

申
・
問

　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略問 申

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
体

験筑
前
琵
琶
演
奏
会

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
田
原

の
開
催

問

案
内

体
の
不
自
由
な
方
の
診
断

と
相
談

問

問問

た
め
池
や
用
水
路
で
の
事

故
に
注
意
を
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